
ＪＪＲＲ曽曽根根駅駅周周辺辺整整備備にに関関すするる地地元元説説明明会会  

 

日 時：令和７年２月９日(日) 午後５時００分～ 

場 所：中筋地域交流センター ２階 多目的ホール 

 

 

 

次     第 

 

 

１  開 会 

 

 

 

２  あいさつ 

 

 

 

３  ＪＲ曽根駅周辺整備の現状と今後の取り組みについて 

 

 

 

４  質問・意見 

 

 

 

５  閉 会 

 

 



ＪＲ曽根駅周辺整備に係る主な経過 

年 度 内      容 

昭和６２年度 
阿弥陀町連合自治会から陳情書の提出 

（ＪＲ曽根駅周辺整備計画） 

平成 元 年度 
ＪＲ曽根駅周辺整備推進委員会が発足 

（駅北周辺の段階的整備、貨物ヤード敷地の確保、南側からの連絡道） 

平成 ２ 年度 
高砂市連合自治会から要望書の提出 

（ＪＲ曽根駅周辺整備の推進、南口の開設） 

平成 ６ 年度 
阿弥陀町連合自治会から要望書の提出 

（ＪＲ曽根駅付近の整備事業の推進） 

平成 ７ 年度 
阿弥陀町連合自治会から要望書の提出 

（市の北西の玄関にふさわしい開発計画の立案の要望） 

平成１３年度 
地元自治会１，７２７名から陳情書の提出 

（ＪＲ曽根駅に住民が安全で便利に乗降できる環境整備を要望する陳情） 

平成２１年度 
第１回ＪＲ曽根駅周辺整備推進委員意見交換会 

（令和４年までで計１５回開催。以降は、まちづくり協議会に移行） 

平成２９年度 
駅周辺道路整備工事 

（南池・時光寺準幹線道路） 

令和元年度 

(平成３１年度) 

駅前広場整備工事 

（北側のロータリーや駐輪場など） 

令和２年度 
ＪＲ曽根駅南基本調査業務委託 

（南口整備に向けて、ＪＲ協議資料の作成） 

令和３年度 
ＪＲと協議 

（南口整備に向けて、ＪＲと事前協議） 

令和４年度 
ＪＲ曽根駅周辺基本計画策定業務委託 

（南口整備工法の検討、ＪＲと計画協議） 

令和５年度 

ＪＲ曽根駅自由通路等基本設計業務委託 

（自由通路や南側駅前広場等の基本設計、ＪＲと実施協議） 

用地測量業務委託及び物件調査業務委託 

（南側駅前広場整備に必要な事業用地を取得するための調査） 

令和６年度 

ＪＲ西日本と「自由通路等整備及び駅舎橋上化に関する基本協定」の締結 

【6 月 18 日】 

ＪＲ曽根駅自由通路等詳細設計業務委託（ＪＲ委託） 

春日野・牛谷準幹線道路等詳細設計業務委託（駅前広場含む） 

用地測量業務委託及び物件調査業務委託（駅構内ＪＲ施設分含む） 

ＪＲ曽根駅周辺地区まちづくり計画策定業務委託 

用地買収及び物件補償 

令和７年度 

（予定） 

ＪＲ曽根駅自由通路等設計工事委託（ＪＲ委託） 

ＪＲ曽根駅周辺地区まちづくり計画策定業務委託 

ＪＲ曽根駅周辺道路整備工事 

用地買収及び物件補償 
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第１２回ＪＲ曽根駅周辺整備推進委員意見交換会（令和元年５月３１日）要望事項　
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自由通路及び橋上駅

　　用地買収

　　設計

　　仮駅

　　撤去・復旧

　　本体

周辺道路及び駅前広場

　　用地買収

　　整備工事

JR曽根駅周辺整備事業スケジュール（案）

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

詳細設計

仮駅舎新設 仮駅舎撤去

既設駅舎撤去

電気支障移転 電気復旧工事

自由通路・橋上駅舎新設

供
用
開
始
予
定

自
由
通
路
・
橋
上
駅
舎
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■ＪＲ曽根駅舎及び周辺整備に係る地元要望事項と整備方針について 

  
 １ 地元要望事項 

第 11 回 JR 曽根駅周辺整備推進委員意見交換会（平成 31 年 1 月 24 日）⇒北側駅前広場整備前 

    第 12 回 JR 曽根駅周辺整備推進委員意見交換会（令和元年 5 月 31 日）⇒北側駅前広場整備前 

    第 13 回 JR 曽根駅周辺整備推進委員意見交換会（令和 2 年 7 月 9 日）⇒北側駅前広場整備後 

  １）北側道路（市道阿弥陀 129 号線及び魚橋・阿弥陀準幹線道路） 

・歩道（通学路）の整備 

    ・車道の拡幅 

・タクシー乗り場の移転 

  ２）駅南側からのアクセス向上及び道路拡幅（春日野・牛谷準幹線道路） 

 

 ２ 整備方針 

 

番号 整備箇所 整備方針 

1 自由通路について 
高砂市が所有、管理する道路（市道認定）となるため、市が

決定、整備を行います。 

2 駅舎及び連絡通路（柵内通路）について 
JR 西日本が所有、管理する施設となるため、JR 西日本が決

定、整備を行います。 

3 既設跨線橋及びエレベーターについて 

建設費の３分の２は税金を財源としているため、できるだ

け長期にわたり使用したいと考えています。 

【平成 23 年 3 月より供用開始（建設費：約 2.2 億円）】 
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JR曽根駅　自由通路　計画案比較表

△ 既設駅舎の移設及び仮駅舎が必要 △ 既設駅舎の移設及び仮駅舎が必要 〇 既設駅舎は存置、仮駅舎が不要

×
南側駅前広場にロータリーが設置で
きない

〇
南側駅前広場にロータリーが設置で
きる

〇
南側駅前広場にロータリーが設置で
きる

〇
自由通路の距離が短く、鉄道敷内
に柱の設置が不要

〇
自由通路の距離が短く、鉄道敷内
に柱の設置が不要

×
自由通路の距離が長く、鉄道敷内
に柱の設置が必要

×
鉄道敷内に柱の設置は不要となる
が、南側駅前広場にロータリーが設
置できない。

〇
鉄道敷内に柱の設置は不要で、南
側駅前広場にロータリーが設置でき
る。

×
南側駅前広場にロータリーは設置で
きるが、鉄道敷内に柱の設置が必要
となるため、施工できない。

評価

構造計画

C　東側案

南側駅前広場
との調整

配置図

駅舎

A　西側案 B　中央案
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JR曽根駅　新設駅舎　計画案比較表

〇 安全基準を満たしている 〇 安全基準を満たしている 〇 安全基準を満たしている

〇
北側道路の拡幅ができる
（車道、歩道）

〇
北側道路の拡幅ができる
（車道、歩道）

×
北側道路の拡幅ができない
（車道、歩道）

△
北側の動線が長く、Ⅱ案より利便性
に劣る

〇
北・南ともに動線が短く、利便性に優
れる

△
南側の動線が長く、Ⅱ案より利便性
に劣る

〇
線路外での作業のため制約が少な
く、施工性に優れている

△
線路上空での作業のため制約が多
く、施工性に劣り、工事期間も長くな
る

〇
線路外での作業のため制約が少な
く、施工性に優れている

〇 既設跨線橋を利用できる △ 既設跨線橋の撤去が必要 〇 既設跨線橋を利用できる

〇 安価（事業費約16.9億円） × 最も高価（事業費約31.9億円） 〇 最も安価（事業費約13.5億円）

〇

利便性においてⅡ案より劣るが、
北側道路への地元要望への対応も
可能で、施工性等において最も優れ
ている。

×
利便性は優れており、北側道路への
地元要望への対応も可能だが、施
工性、経済性において劣っている。

×
施工性等についてはⅠ案と同様で、
最も安価ではあるが、北側道路への
地元要望への対応が不可である。

施工性

経済性

地元要望への
対応

利便性

跨線橋

安全性

Ⅰ案　（現計画） Ⅱ案　（宝殿駅タイプ） Ⅲ案　（地平駅）

配置図

評価
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